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■巨大再エネ開発、再び──

ル
の
山
岳
地
帯
に
、
風
力
発
電
機
を
林
立

さ
せ
る
計
画
と
さ
れ
る
。

　

上
紋
峠
周
辺
の
道
道
61
号
士
別
滝
の
上

線
は
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
や
覆
道
が
多
い
。

士
別
方
面
か
ら
の
関
連
機
材
の
搬
入
は
困

難
な
こ
と
か
ら
、
同
社
は
紋
別
港
か
ら
現

地
ま
で
約
70
キ
ロ
を
陸
送
す
る
計
画
を
描

く
。
検
討
中
の
建
設
予
定
地
は
、
す
べ
て

国
有
林
内
に
位
置
し
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
社
は
、
上
紋
峠
付
近

２
カ
所
に
観
測
塔
を
設
置
し
、
風
況
調
査

を
実
施
中
。
滝
上
町
と
同
社
は
一
昨
年
春

か
ら
風
力
発
電
計
画
を
め
ぐ
る
協
議
を
始

め
、
今
年
１
月
に
は
町
議
会
議
員
に
対
す

る
説
明
を
行
な
っ
た
。

　

こ
の
６
月
に
は
、
同
社
は
法
律
に
基
づ

く
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト「
配
慮
書
」を
公
表

す
る
予
定
だ（
上
の
図
を
参
照
）。
こ
の
た

め
、「
大
規
模
な
事
業
で
あ
り
、
住
民
に
対

す
る
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
る
こ
と
が
大
前

提
。
公
表
前
に
意
見
を
聴
取
で
き
る
形
に

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
清
原
尚
弘
町
長
の

強
い
意
向（
別
項
を
参
照
）を
踏
ま
え
、
初

の
住
民
説
明
会
の
開
催
に
至
っ
た
。

　

先
の
説
明
会
に
は
、
隣
接
す
る
紋
別
の

市
民
を
含
め
約
50
人
が
参
加
し
、
う
ち
10

人
ほ
ど
が
質
問
や
意
見
を
述
べ
た
。
印
象

に
残
る
や
り
取
り
を
い
く
つ
か
記
す
。

　

Ｑ
．
説
明
の
一
番
先
に（
発
電
事
業
の

実
施
と
並
行
し
た
）地
域
振
興
の
話
を
持

ち
出
し
、
巧
妙
な
手
順
と
思
っ
た
。
各
地

で
風
力
発
電
計
画
が
示
さ
れ
、
問
題
が
起

き
て
い
る
。（
予
定
地
の
下
流
部
に
は
）町

の
上
水
道
の
水
源
地
が
あ
り
、
地
域
振
興

に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ａ
．
水
源
地
の
こ
と
は（
我
々
の
）知
ら

な
い
情
報
だ
っ
た
。
今
後
、
し
っ
か
り
留

意
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ
．
風
車
の
耐
用
年
数
は
。
火
災
の
リ

ス
ク
は
ど
う
な
の
か
。

　

Ａ
．
耐
用
年
数
は
約
20
年
で
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
な
い
と
早
く
壊
れ
る
。（
火
災
時

は
）近
づ
け
る
時
は
消
火
対
応
を
と
る
が
、

無
理
な
時
は
焼
け
落
ち
る
の
を
待
つ
し
か

な
い
。

　

Ｑ
．
風
車
に
は
圧
迫
感
が
あ
り
、（
建
設

さ
れ
て
も
）子
ど
も
た
ち
の
見
学
は
や
め

て
ほ
し
い
。
こ
の
発
電（
で
得
ら
れ
る
電

力
）は
地
域
で
使
え
る
の
か
。

　

Ａ
．（
人
間
の
居
住
地
と
は
）距
離
を

と
っ
て
建
設
す
る
の
で
影
響
は
な
い
と

思
う
。
学
校
に
よ
る
見
学
は
こ
れ
ま
で
、

短
時
間
で
実
施
し
て
い
る
。（
電
力
は
）ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
は
北
電
系
統
に
供
給
し
、

そ
の
先
は
電
力
側
と
の
協
議
に
な
る
。
地

元
に
供
給
す
る
こ
と
は
約
束
で
き
な
い
。

　

Ｑ
．
静
か
な
環
境
を
求
め
て
滝
上
に
移

住
し
た
。
ブ
レ
ー
ド
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
が

通
る
の
は
わ
が
家
の
前
で
、
死
活
問
題
だ
。

こ
ん
な
高
い
所
に
風
力
発
電
所
を
造
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
の
か
。

　

Ａ
．
標
高
８
百
～
９
百
メ
ー
ト
ル
に
建

設
し
た
事
例
は
あ
る
。
夜
間
走
行
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
配
慮
し
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
大
規
模
風
力
発
電
所
の
建
設

に
と
も
な
う
、
自
然
環
境
に
対
す
る
悪
影

響
を
真
剣
に
危
惧
す
る
声
も
多
か
っ
た
。

「（
予
定
地
に
近
い
河
川
に
は
絶
滅
危
惧

種
の
）オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
が
棲
息
し
て
お
り
、

工
事
の
影
響
が
気
に
な
る
。
希
少
な
鳥
類

が
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
」

「
町
内
の
札
久
留
地
区
の
奥
に
は
金
鉱
が

あ
り
、
掘
る
と
重
金
属
が
出
る
。
そ
の
問

題
は
ど
う
な
る
の
か
」

　

事
業
者
側
は「
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
の
調
査

を
行
な
い
、
濁
水
の
影
響
と
予
測
の
両
面

で
対
応
し
た
い
。
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
の

問
題
が
あ
る
の
で
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
飛
来
状

況
を
調
査
す
る
」、「
金
山
の
話
は
初
め
て

知
っ
た
。
影
響
を
総
合
的
に
検
討
し
た

い
」な
ど
と
説
明
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を

よ
く
調
べ
ず
、
環
境
ア
セ
ス
の
手
続
き
を

　

滝
上
町
と
士
別
市
の
境
界
エ
リ
ア
に
国
内
最
大
規
模
の
風
力
発
電
計
画

　

滝
上
町
と
士
別
市
の
境
界
エ
リ
ア
に
国
内
最
大
規
模
の
風
力
発
電
計
画

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）を
活
用
し
た
発
電
所
計
画

が
も
た
ら
す“
負
の
影
響
＂が
全
国
各
地
で
問
題
化
し
て
い
る
。
道
内
で
も
、
最
近
の

釧
路
湿
原
周
辺
で
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
問
題
や
日
本
海
沿
岸
で
の
洋
上
風
力
計
画
な
ど

は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」を
逸
脱
す
る
事
例
と
い
え
る
。
そ
ん
な
中
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
滝
上
町
と
上
川
管
内
士
別
市
と
の
境
界
部
に
位
置
す
る
上
紋
峠
の
周
辺
で

最
大
で
50
基
、
出
力
30
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
い
う
、
国
内
で
は
最
大
規
模
の
陸
上
風
力

発
電
所
の
計
画
が
浮
上
し
た
。
東
京
の
再
エ
ネ
大
手
企
業
に
よ
る
も
の
で
、
事
業
費

は
数
百
億
円
、
10
年
後
の
運
転
開
始
を
め
ざ
す
。
３
月
中
旬
に
は
滝
上
町
内
で
初
の

住
民
説
明
会
が
開
か
れ
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
も
進
む
。
巨
大
風
力
発
電

計
画
の
周
辺
を
追
っ
た
─
─
。　
　
　
　
　
　
　
　

  （
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

人
知
れ
ず
上
紋
峠
周
辺
で
進
む

人
知
れ
ず
上
紋
峠
周
辺
で
進
む

巨
大
再
エ
ネ
開
発
の
実
態
と
は

巨
大
再
エ
ネ
開
発
の
実
態
と
は

事業者の㈱グリーンパワーインベストメントが滝上町内で開催した説明会事業者の㈱グリーンパワーインベストメントが滝上町内で開催した説明会
には、町民ら 50 人ほどが参加。建設にともなうリスクや自然環境に与えには、町民ら 50 人ほどが参加。建設にともなうリスクや自然環境に与え
る影響、地質の脆弱さなど多岐にわたる質問や意見が相次いだ（３月 11日）る影響、地質の脆弱さなど多岐にわたる質問や意見が相次いだ（３月 11日）

　

３
月
11
日
夜
の
滝
上
町
文
化
セ
ン
タ
ー
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
と
日
本
海
側
と
の
分
水

嶺
に
位
置
す
る
標
高
８
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
上
紋
峠
の
周
辺
で
の
建
設
計
画
が
浮
上

し
た
、
国
内
で
は
最
大
規
模
に
な
る
風
力

発
電
所
事
業
の
説
明
会
が
開
か
れ
た
。

　

事
業
主
体
は
、
東
京
に
本
社
が
あ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）企
業
大
手

の
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト（
坂
木
満
・
代
表
取
締
役
社
長
）。
上
紋

峠
周
辺
に
計
画
す
る
風
力
発
電
所
の
出
力

は
、
泊
原
発
１
・
２
号
機（
各
59
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
）の
約
半
分
に
相
当
す
る
最
大
30

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。
４
千
～
６
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
級
の
風
車
を
最
大
で
50
基
建
設
す
る
─

─
と
い
う
構
想
だ
。
現
時
点
で
想
定
す
る

総
事
業
費
は
数
百
億
円
と
さ
れ
る
。

　

設
置
予
定
の
風
車
は
、
１
基
の
ロ
ー

タ
ー
径
が
１
６
４
メ
ー
ト
ル（
最
大
）、
地

面
か
ら
ブ
レ
ー
ド
上
端
ま
で
の
高
さ
が
２

２
２
メ
ー
ト
ル（
同
）と
い
う
巨
大
な
も
の
。

道
立
自
然
公
園
の
天
塩
岳
と
ウ
エ
ン
シ
リ

岳
に
挟
ま
れ
た
標
高
８
百
～
９
百
メ
ー
トグリーンパワー社による事業スケジュール（説明会の配布資料から）

標
高
８
百
ｍ
を
超
え
る
山
岳
地
帯
に

最
大
50
基
の
巨
大
風
車
が
林
立
か
？

建
設
リ
ス
ク
や
環
境
影
響
な
ど
懸
念

事
業
者
の
勉
強
不
足
も
浮
き
彫
り
に
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■巨大再エネ開発、再び──

─
─
計
画
を
ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
。

　

清
原
尚
弘
町
長（
以
下
清
原
）　

滝
上
町

は
２
０
２
２
年
に『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
』

を
行
な
い
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）を
推
進
す
る
姿

勢
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
今
回

の
計
画
は
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
町
民

の
安
全
や
安
心
、
自
然
環
境
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
進
め
る
事
業
で
は
な
い
、
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り

を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
環
境

調
査
は
容
認
し
つ
つ
も
、
調
査

内
容
の
科
学
的
根
拠
を
鑑
み
た

上
で
、
本
町
と
の
関
わ
り
を
判

断
し
て
い
き
た
い
。

　

─
─
説
明
会
で
挙
が
っ
た
不

安
や
懸
念
の
声
に
、
ど
う
応
え

て
い
き
ま
す
か
。

　

清
原　

茂
瀬
地
区
の
上
水
源

や
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
は
じ
め
希
少

生
物
へ
の
影
響
、
景
観
の
阻
害
、
夜
間
輸

送
の
騒
音
、
金
山
跡
地
に
お
け
る
土
壌

汚
染
の
リ
ス
ク
、
地
質
面
の
問
題
点
な

ど
、
我
々
の
予
想
以
上
に
住
民
の
懸
念
や

不
安
の
声
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
事
業
者
に
対
し
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
拠
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
意
見
を
反

映
し
た
調
査
を
し
っ
か
り
行
な
う
と
と
も

に
、
町
民
へ
の
誠
実
な
説
明
を
尽
く
す
よ

う
求
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
庁
内
で
の
情
報
共
有
を
図
り
、

町
民
の
生
活
と
環
境
を
守
る
た
め
に
、
必

要
な
対
策
を
事
業
者
に
求
め
、
説
明
会
な

ど
を
通
し
て
資
料
を
出
し
て
も
ら
う
、
と
。

そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
。

　

─
─
３
月
10
日
の
町
議
会
の
席
上
、
町

長
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
町

条
例
の
制
定
に
前
向
き
な
答
弁
を
さ
れ
た

旨
の
地
元
紙
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　

清
原　

最
近
、
釧
路
市
な
ど
で
太
陽
光

発
電
が
問
題
化
し
た
こ
と
を
受
け
た
質
問

で
し
た
が
、
再
エ
ネ
全
般
に
つ
い
て
、
災

害
の
防
止
や
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

地
域
と
共
生
す
る
事
業
の
普
及
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
、
ル
ー
ル
作
り
の
整
備
を
研

究
し
て
い
く
旨
の
答
弁
を
し
ま
し
た
。
今

回
の
事
業
も
当
然
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
現
在
は
）今
回
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

ほ
か
の
自
治
体
や
近
隣
の
情
報
を
集
め
な

が
ら
、
ル
ー
ル
作
り
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
段
階
で
す
。

　

─
─
今
後
、
計
画
内
容
の
告
知
は
ど
う

進
ん
で
い
く
の
か
？

　

清
原　

本
来
は
事
業
者
が
告
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
が
、
今
回
は
事

業
者
側
が
町
に
依
頼
し
、
回
覧
板
で
告
知

し
ま
し
た
。
構
想
に
つ
い
て
周
知
は
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
戸
別
配
布
に
よ
る
告
知
を
し
て
い
き

た
い
。
情
報
は
オ
ー
プ
ン
に
し
た
上
で

（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
の
）「
配
慮

書
」を
含
め
た
対
応
を
準
備
し
ま
す
。
ま

た
、（
同
じ
計
画
区
域
の
）士
別
市
に
は
滝

上
町
の
意
向
を
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

　

─
─
そ
の
ほ
か
、
今
回
の
大
規
模
風
力

発
電
構
想
に
対
す
る
感
想
・
意
見
を
。

　

清
原　

ま
ず
は
事
業
者
に
徹
底
的
な
調

査
を
や
っ
て
い
た
だ
き
、
鳥
類
に
対
す
る

影
響
や
騒
音
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク
な
ど
客

観
的
な
デ
ー
タ
を
確
定
し
て
も
ら
う
、
と
。

そ
れ
を
基
に
住
民
の
合
意
や
基
幹
産
業
と

共
存
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

再
エ
ネ
は
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お

り
、
利
用
の
促
進
は
本
町
の
皆
が
理
解
し

て
い
ま
す
。
我
々
と
し
て
も
町
民
の
納
得

感
が
な
い
中
で
事
業
が
強
行
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
配
慮
し
、
調
査
プ
ロ
セ
ス
に

町
が
し
っ
か
り
介
在
し
、
事
業
者
と
の
双

方
向
の
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
事
業
に
関

わ
り
た
い
。
今
回
の
説
明
会
を
通
じ
、
町

を
愛
す
る
地
域
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

る
、
と
あ
ら
た
め
て
認
識
で
き
た
の
で
、

双
方
向
の
や
り
取
り
を
重
ね
、
地
域
の
こ

と
を
皆
で
考
え
る
機
会
に
し
た
い
。
そ
れ

が
出
来
れ
ば
、
未
来
の
滝
上
の
た
め
に
有

意
義
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
３
月
17
日
、
滝
上
町
役
場
で
収
録
）

進
め
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
な
ど
の
野
鳥
調
査
を

長
年
続
け
て
き
た
、
紋
別
か
ら
参
加
し
た

男
性
は
、
こ
う
語
気
を
強
め
た
。

「
上
紋
峠
で
事
業
を
行
な
う
覚
悟
や
熱
意

が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
滝
上
か
ら
士
別
に

か
け
て
は
、
自
然
環
境
調
査
の
空
白
地
帯
。

２
年
程
度
の（
風
況
な
ど
の
）調
査
で
何
が

分
か
る
の
か
。
天
塩
岳
と
ウ
エ
ン
シ
リ
岳

の
間
に
大
型
風
車
が
立
ち
並
ぶ
風
景
を
想

像
で
き
る
か
。
一
帯
は
８
百
メ
ー
ト
ル
級

を
超
す
山
岳
地
帯
、
冬
季
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
」

　

や
り
取
り
を
通
じ
て
、
事
業
者
側
の
善

良
で
真
面
目
な
姿
勢
は
感
じ
ら
れ
た
が
、

個
別
の
事
例
に
対
す
る
認
識
不
足
が
目

立
っ
た
。
地
域
の
環
境
は
住
民
自
身
が
一

番
分
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
─
─
。

　

参
加
者
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
上

紋
峠
の
周
辺
は
安
山
岩
の
噴
出
物
で
覆
わ

れ
、
急
峻
な
地
形
が
多
い
。
地
す
べ
り
が

発
生
し
や
す
く
、
斜
面
崩
壊
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
も
あ
る（
左
下
の
図
を
参
照
）。

　

各
地
の
再
エ
ネ
問
題
に
明
る
い「
風
力

発
電
を
地
域
か
ら
考
え
る
全
国
協
議
会
」

共
同
代
表
の
佐
々
木
邦
夫
さ
ん（
石
狩
市

在
住
）は
、
上
紋
峠
周
辺
で
の
計
画
に
つ

い
て
、
こ
う
指
摘
す
る
。

「
一
帯
に
は
自
然
度
が
高
い
地
域
が
あ
り
、

（
工
事
中
に
）さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
施
し
て

も
土
砂
が
流
出
防
止
柵
な
ど
を
乗
り
越
え
、

動
植
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。
こ

の
ク
ラ
ス
の
大
型
風
車
で
は
基
礎
工
事
も

頑
丈
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

20
年
間
の
稼
働
後
に
基
礎
部
分
ま
で
撤
去

す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
機
材

な
ど
の
撤
去
時
に
工
事
車
両
を
入
れ
る
こ

と
で
、
ふ
た
た
び
一
帯
の
自
然
破
壊
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
」

　

こ
の
問
題
は
、
山
岳
地
帯
で
の
建
設
計

画
で
も
あ
り
、
滝
上
町
の
説
明
会
の
参
加

者
や
議
会
・
行
政
関
係
者
以
外
に
は
、
内

容
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
と

ま
っ
た
レ
ポ
ー
ト
は
拙
稿
が
初
め
て
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

該
当
地
域
の
士
別
市
で
は
、
ま
だ
事
業

者
に
よ
る
説
明
会
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

同
市
の
担
当
者
に
取
材
し
て
み
る
と
、

「
人
が
住
ん
で
い
な
い
国
有
林
の
エ
リ
ア

で
あ
り
、
保
安
林
の
転
用
手
続
き
も
進
ん

で
お
ら
ず
、
形
に
な
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
段
階
で
す
。
士
別
市
に
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
条
例
が
あ
る
の
で
、

今
後
、
具
体
的
に
計
画
が
見
え
て
き
た
段

階
で
説
明
会
を
開
き
た
い
」（
増
田
晶
彦
総

合
政
策
課
長
）

　

と
、
の
ん
び
り
し
た
答
え
が
返
っ
た
。

　

し
か
し
、
㈱
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
は
、
本
号
発
売
直
後
の
４
月

16
日
に
滝
上
町
の
予
定
地
の
近
隣
住
民
を

対
象
に「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
」に
基
づ
く
事
業
計
画
の
説
明
会
を

開
催
す
る
構
え
だ
。
６
月
に
は
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
手
続
き
の
第
一
弾
と
な
る「
配

慮
書
」を
公
表
す
る
予
定
で
、
着
々
と
建

設
準
備
を
進
め
る
。

　

日
本
自
然
保
護
協
会（
土
屋
俊
幸
理
事

長
）は
昨
年
11
月
、「
大
型
陸
上
風
力
発
電

計
画
の
自
然
環
境
影
響
レ
ポ
ー
ト
」を
発

標高 800 ｍほど、建設予定地の上紋峠の周辺は国有林が広がる

上紋峠の一帯は地すべり地形が多い
（出典：防災科学技術研究所の資料）

行
し
た
。
全
国
の
事
業
が
お
よ
ぼ
す
自
然

環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、

再
エ
ネ
推
進
の
た
め
の「
あ
る
べ
き
姿
」を

問
う
た
報
告
書
で
あ
る
。

　

①
猛
禽
類
な
ど
の
希
少
鳥
類
へ
の
影
響

　

②
生
態
系
な
ど
へ
の
影
響

　

③
自
然
公
園
内
へ
の
風
力
発
電
の
建
設

　

に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
建
設
予
定

の
陸
上
風
力
１
０
７
件
中
の「
自
然
環
境

影
響
指
数
ワ
ー
ス
ト
10
」に
、
同
社
が
進

め
る
４
つ
の
計
画
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

上
紋
峠
周
辺
で
の
大
規
模
風
力
発
電
計

画
の
行
方
か
ら
目
が
離
せ
な
い
─
─
。　

士
別
市
で
の
説
明
会
は
先
送
り
状
態

環
境
ア
セ
ス
の
手
続
き
だ
け
が
進
む

予
想
以
上
に
多
か
っ
た
懸
念
や
不
安

事
業
者
と
の
双
方
向
の
や
り
取
り
を

　

大
規
模
風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て
滝
上
町
長
に
訊
く

　

大
規
模
風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て
滝
上
町
長
に
訊
く

情
報
を
公
開
し
住
民
の
合
意
形
成
へ

条
例
制
定
も
含
め
ル
ー
ル
化
を
研
究

（きよはら・なおひろ）1973 年、滝上町生まれ。
東京理科大卒業。97 年に町役場に奉職し、企画
課長や財政課長などを歴任。2023 年から現職


